
１　総括

 (1) 人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
      ２　職員数は、16年4月１日現在の人数である。

(3) 特記事項

(4) ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）１ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。
 　　　

　　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

職員数

　　　　　　Ａ

実 質 収 支 人 件 費

5,026,521

給与費 B/A

　　　　　　％

548,087

平成15年度の人件費率

　　　　　　　　　　　％

19.6

Ｂ／Ａ

27,404,543

人 件 費 率

別紙３

区　　分 歳 出 額

　　　　　　Ａ

住民基本台帳人口

　　　　　（16年度末）

74,887

（参考）

区　　分

18.3

16年度 　　　　　　　千円 　　　　　千円 　　　　　千円

16年度

稲城市の給与・定員管理等について

　　　　　　Ｂ

人　

人 千円 千円

502 1,954,948 632,171

　　　　　千円

給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり

915,649 3,502,768 6,978

千円 千円
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101.7

(H12)
101.2

(H12)
102.4

(H17)
100.1

(H17)
97.5

(H17)
97.6

90

95
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105

稲城市 類似団体平均 全国市平均

（例）
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２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
 (1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成１７年４月１日現在）

　　　　①一般行政職

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円

歳 円 円 円

　　　　②技能労務職

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円

歳 円 円 円

（2) 職員の初任給の状況（平成１７年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

（3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成１７年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

315,955

経験年数１０年

大　学　卒

高　校　卒

高　校　卒技能労務職

一般行政職

類似団体 353,635

316,350

369,123

―

東京都

407,574

396,338432,513

339,427 415,982

334,443

平均給与月額

（国ベース）

408,092

361,472

―329,72840.3

平均給料月額

456,91445.7

平均給与月額

486,385373,476

稲城市

う ち 学 校 給 食 員

360,975

48.1

平均給料月額

類似団体 447,059

平均給与月額

48.2

46.6

47.1

国

東京都

48.1

46.1

429,359

平均給与月額

（国ベース）

382,092

420,277

412,771412,969

341,190

国

44.4

区　　分

稲城市

区　　分 平 均 年 齢

43.4

う ち 用 務 員 339,715

414,025

285,008

稲　城　市区　　　　　分

一般行政職

国東　京　都

179,800 179,800

144,000

-

経験年数１５年

-

346,120

大　学　卒 179,800

経験年数２０年

144,000 138,800

289,600

-

高　校　卒

高　校　卒

中　学　卒

区　　　　分

技能労務職

中　学　卒

144,000

144,000 -

-

403,657

320,800

363,300

144,000

474,765

平 均 年 齢

-

303,350

-

229,800

-
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３　一般行政職の級別職員数等の状況
（1) 一般行政職の級別職員数の状況（平成１７年４月１日現在）

（注）１　稲城市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

      ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

  

区　　分

41

　　　　　　　　人

25 7.2

10

72

４　　級

５　　級
　　　　　　　　人

　　　　　　　　人

主事

主事

構成比

　　　　　　　　％

2.9

標準的な職務内容 職員数

係長
　　　　　　　　％

11.7

　　　　　　　　人

８　　級

部長

７　　級

９　　級

統括課長

課長補佐

課長

３　　級

主任・主事

0.6
主事

　　　　　　　　人

６　　級

　　　　　　　　％

　　　　　　　　％

3.7

　　　　　　　　％

　　　　　　　　人

2

２　　級

１　　級

　　　　　　　　人

　　　　　　　　％

　　　　　　　　％

71 20.3

104

　　　　　　　　人

29.8

13

20.6

　　　　　　　　人

　　　　　　　　％

11 3.2

　　　　　　　　％

１級
0.6%

１級
0.3%

１級
0.3%

２級
3.2%

２級
2.9%

２級
1.4%

３級
20.3%

３級
18.9%

３級
21.7%

４級
29.8%

４級
32.8%

４級
37.4%

５級
20.6%

５級
19.4%

５級
14.9%

６級
11.7%

６級
12.3%

６級
11.1%

７級
7.1%

７級
7.3%

８級
3.4%

８級
2.7%
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（2) 昇給期間短縮の状況
　

４　職員の手当の状況

（1) 期末手当・勤勉手当

千円 千円

（平成１6年度支給割合） （平成１6年度支給割合） （平成１6年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　　  勤勉手当

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

（2) 退職手当（１７年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

　定年前早期退職特例措置（2～20％加算） 定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

（退職時特別昇給　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　１号給（公務上の死亡、整理退職等））

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成１６年度に退職した職員に支給された平均額である。

 (3) 調整手当

（平成１７年４月１日現在）

千円

千円

％ 人 ％

国の制度（支給率）

・職務段階別加算　5～20％

･管理職加算　　　 10～25％

435,212

27.30

・職務段階別加算　5～20％

･管理職加算　　　 15～25％

59.20

42.12

59.28

59.28

国

3.0

1.6

1.4

0.7

―
―

1.8 1.8

21.00

0.9

0.5

3.53.3

24.25

国稲　　　　　　　　　　　城　　　　　　　　　　　市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ

　　　　　　　　　％

19.6

145

169

　　　　　　　　　人

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ／Ａ

全　職　種

16.9

　　　　　　　　　人

普通昇給期間（１２～２４月）を

短縮して昇給した職員数

　　　　　比　　　　　　　　　　　率

856

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ

10

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ／Ａ

区　　　　　　　　　　　　分

支給職員１人当たり平均支給年額（平成１６年度決算）

16年度

　　　　　　　　　％

稲　　　　　城　　　　　市 東　　　　　京　　　　　都

861

　　　　　　　　　人

　　　　　　　　　人

１人当たり平均支給額（平成１6年度）

支給実績（平成１６年度決算）

12

･管理職加算　　　 16～20％

849

支給対象職員数

491

47.50

59.28

1,372

59.20

25,985

59.20

1.1

職 員 数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Ａ

支給率

稲城市

支給対象地域

49.75

比　　　　　　　　　　　率

職 員 数

0.5

・職務段階別加算　5～20％

普通昇給期間（１２～２４月）を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ

短縮して昇給した職員数

1,717 1,935

１人当たり平均支給額（平成１6年度）

15年度

35.00

45.50 33.7532.50
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 (4) 特殊勤務手当（平成１７年４月１日現在）

千円

　円

　％

日額(12/29～30) 2,200円
日額(12/31～1/3)2,500円

１回（医師の管理職）4,500円
１回（上記以外の者）1,550円

１単位（12/29～1/3)3,000円
１単位（上記以外の日)2,000
円
月額80,000円
月額72,000円
月額70,000円
月額68,000円
月額65,000円
月額58,000円

月額2,300円

１体170円

分娩介助料の５％
分娩介助料の７．５％

月額10,200円
月額 3,000円

1回100～500円

1勤務（４時間未満）2,800円
1勤務（４時間以上）3,300円

勤務時間内　往診点数の50％
勤務時間外　往診点数の70％

手術点数の５％
手術点数の１．７％
手術点数の１．３％

１当務150～300円

１回100～300円

１回100～510円

日額500円

日額100円

日額500円

院長
副院長
診療部長
診療科部長
医長
医員

左記職員に対する支給単価

徴収金額×2/100以内

１体300円

日額1,000円

日額300円

月額1,000円

日額1,000円

日額3,000円

日額1,000円

放射線科に勤務する医師
放射線科に勤務する医師以外の
技術職員

年末年始において正規の勤務時
間を割り振られかつ勤務した者

診療のため正規の勤務時間以外
に緊急登院した者

手術室に勤務する看護師等のう
ち勤務時間以外に緊急登院する
当番となっている者

解剖に従事した医師及び医師以外の職員

救急事故に出場したとき

梯子車の操作登はんに従事したとき

交替制勤務者が深夜に２時間以上勤務したとき

火災の調査等に従事したとき

感染症の予防等の業務に従事したとき

消防機関の運転や整備に従事したとき

水火災等に出場したとき

公共下水道管内の作業に従事したとき

塩素注入及びポンプ等の運転に従事したとき

漏水、事故等のため緊急出動をしたとき

農薬等の散布、取扱に従事したとき

社会福祉現業事務に従事する社会福祉主事

行路病人の救護に従事したとき

行路死亡人その他死体の取扱いに従事したとき

主な支給対象業務

税の滞納整理の徴収に従事した者

犬猫等の死体処理に従事したとき

すずめ蜂の駆除に従事したとき

環境課職員

環境課職員

生活環境部職員

生活福祉課職員

生活福祉課職員

生活福祉課職員

生活環境部職員

消防本部職員

消防本部職員

消防本部職員

生活環境部下水道課職員

生活環境部水道課職員

生活環境部水道課職員

消防本部職員

消防本部職員

消防本部職員

消防本部職員 救出救助現場に出場したとき

深夜特殊勤務手当

火災調査手当

看護師等が深夜の看護等の業務に従事したとき

医師が往診したとき

術者（手術室において手術に携わった医師）
助手（手術室において手術に携わった医師）
補助手（手術室において手術に携わった看護師
等）

市立病院に勤務する職員のうち
行(1)、行(2)給料表適用者並びに
栄養科医(2)給料表適用者を除く
もの
死体処置に従事したとき

分娩を担当した医師
 双生児の場合

機関手当

出場手当

救急手当

梯子車専従手当

医師手当

社会福祉主事手当

行路病人救護手当

行路死亡人等取扱手当

感染症防疫手当

救出救助専従手当

下水道管渠調査手当

浄水手当

給配水手当

拘束手当

384,861

病院給食作業手当

夜間勤務者調整手当

年末年始勤務手当

緊急出勤手当

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成１６年度）

死体処置手当

危険手当

徴収手当

犬猫等死体処理手当

蜂駆除作業手当

有害薬物毒物取扱手当

45.4

149,711

分娩手当

被曝手当

主な支給対象職員

支給実績（平成１６年度決算）

32

解剖手当

手術手当

夜間看護手当

往診手当

支給職員１人当たり平均支給年額（平成１６年度決算）

日額360円

１当務170円

手当の種類（手当数）

手当の名称

納税課職員

日額100円

１体570円

月額6,000円

月額27,000円

栄養科に勤務する給食調理員

夜間において勤務する看護師等

5



 (5) 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（6) その他の手当（平成１７年４月１日現在）

異なる 千円 円

異なる 千円 円

異なる 千円 円

同じ 千円 円

同じ 千円 円

支給対象者、支給単価
【国】
(1)配偶者　　13,500円
（欠配第一子11,000円）
(2)配偶者以外の扶養親族
（2人まで）
　　　　　6,000～6,500円
(3)その他の扶養親族
                        5,000円
※満16歳年度初めから満
22歳年度末までの子がいる
場合の加算
                        5,000円

異なる内容

交通用具使用者の支給額

【国】
　2,000～24,500円

支給対象者、支給対象区
分、支給単価
【国】
(1)借家・借間
　　支給限度額
　　　　　　　　　27,000円
(2)持家
　購入5年以内
　　　　　　　　　　2,500円

590,624

24,096 105,683

239,637

55,840 99,714

63,848 82,598

支給職員１人当たり

平均支給年額

（16年度決算）

100,647

37,800

支給実績
（16年度決算）

国の制度

との異同

国の制度と

支 給 実 績 （ 平 成 １ ６ 年 度 決 算 ）

【内容】
　扶養親族を有する職員に支給

【支給額】
　(1)配偶者　　　　　　　15,500円
  　（欠配一子を含む。）
　(2)扶養親族2人まで　 6,000円
　(3)その他の扶養親族 4,000円
　※満16歳年度初めから満22歳
年度
　　末までの子がいる場合の加算
　　　　　 　　　　　　　　　　4,000円

扶 養 手 当

夜 勤 手 当

【内容】
　正規の勤務時間として、午後10
時から翌日午前5時までの間に勤
務することを命じられた職員が勤
務した場合に支給

【支給単価】
　勤務1時間当たりの給料等の額
　
×25/100

内容及び支給単価手　当　名

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 平 成 １ 5 年 度 決 算 ）

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 平 成 １ ６ 年 度 決 算 ）

支 給 実 績 （ 平 成 １ ５ 年 度 決 算 ）

通 勤 手 当

住 居 手 当

【内容】
　世帯主等である職員に支給

【支給額】
　(1)扶養親族有　9,000円
　(2)扶養親族無　8,500円

【内容】
　通勤のために交通機関等を利
用し運賃等の負担を常例とする
職員又は自動車等交通用具の使
用を常例とする職員に支給

【支給額】
　(1)交通機関等利用者
　　　 原則として、6ヵ月定期券額
　(2)交通用具使用者
　　　 交通用具の区分・使用距離
に
      応じた月額
1,000～13,000円
　(3)交通機関・交通用具併用者
　　　 原則として、(1)と(2)の合計
額【内容】
　休日の勤務として正規の勤務時
間中に勤務することを命じられた
職員が勤務した場合に支給

【支給単価】
　勤務1時間当たりの給料等の額
　
×35/100

休 日 勤 務 手 当

237

201,332

245,888

286
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異なる 千円 円

異なる 千円 円

異なる 千円 円

５　特別職の報酬等の状況（平成１７年４月１日現在）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

月分

月分

　　 （算定方式） （１期の手当額） （支給時期）

給料月額×勤続期間×400/100 円 任期ごと

給料月額×勤続期間×300/100 円 任期ごと

給料月額×勤続期間×250/100 円 任期ごと

     ２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）     
           勤めた場合における退職手当の見込額である。                                 

支給対象者、支給割合

【国】
(1)一般の宿日直
　　　　　　　　　　　　　4,200
円
(2)特別の宿日直
　　　　　　　　5,100～7,200
円
(3)医師当直　　　 　20,000
円

79,810 1,050,134

31,668 879,672

備　　　　考

市 区 町 村 長

35,604 508,621

670,000

区 分

退
職
手
当

市 区 町 村 長

収 入 役

給

料

期
末
手
当

議 長

　　（１６年度支給割合）

6,950,000

助 役

4.85

支給対象者、支給割合

【国】
本府省課長補佐
8/100　等

支給対象者、支給割合

【国】
(1)医師・歯科医師
①離島・へき地
55,000～307,900円
②人口が少ない市町村
52,500～269,300円
③調整手当非支給地
47,500～216,700円
④調整手当乙地
37,500～159,600円
⑤調整手当甲地
26,500～100,400円
(2)医系教官
16,900～50,200円
(3)研究者当
20,000～100,000円
※(1)及び(2)は採用から35

給 料 月 額 等

(注）１　特別職の報酬等の額は、学識経験者などで構成される「稲城市特別職報酬等審議会」の答申に基づき条
　　　 例で定められています。

4.85

（参考）類似団体における最高／最低額

8,880,000

576,000

443,000

612,000

247,000424,000

454,000

助 役

収 入 役

854,000

799,000

1,053,000

871,000

収 入 役

議 長

報

酬

340,000

272,000603,300副 議 長

　　（平成１６年度支給割合）市 区 町 村 長

570,000議 員

助 役

副 議 長

議 員

【内容】
　宿直勤務又は日直勤務を命ぜ
られた職員が勤務した場合に支
給

【支給単価】
　(1)12月29日から翌年の1月3日
までに勤務を命ぜられた場合
　　　　　　　　　　　１勤務　15,000
円
(2)(1)以外の場合

管 理 職 手 当

【内容】
　管理又は監督の地位にある職
員のうち特に指定するものに支給

【支給額】
　(1)部長級　　　　給料×20/100
　(2)統括課長級  給料×18/100
　(3)課長級  　　　給料×16/100

宿 日 直 手 当

498,000

740,000

695,000

初任給調整手当

13,664,000

【内容】
　専門的な知識を必要とし、かつ
採用による欠員補充が困難であ
る等の事情が考慮される以下の
職員に支給

【支給額】
　(1)医療職給料表(1)の適用を受
け
　　　る職員　　　　　　月額
100,000円
　(2)科学技術に関する専門的知
識
　　　を必要とする職　月額 2,500
円
　(3)(2)に揚げる職以外の職で専
門
　　　知識を必要とする職
　　　　　　　　　　　　   月額 1,000

7



６　職員数の状況

（1)部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年４月１日現在）

人口1,000人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

人口1,000人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

人口1,000人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

　　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

（2)年齢別職員構成の状況（平成１７年４月１日現在）

　

（注）１　職員数は一般職に属する職員数であり、教育長、地方公務員の身分を保有する休職者などを含
み、臨時ま

[        923   ］ [      0   ］

病院給食民間委託による減(△3)

商 工

140

23

0

5

3

民 生

衛 生

労 働

農 林 水 産

主 な 増 減 理 由

税 務

90

水道業務の都への移管による段階的減(△2)

△ 6

0

業務増大による増(2)

△ 6

△ 1

347

35 △ 2

49 49

304

業務量減少による減(△1)

301

0

11

850

2 人口増に伴う消防体制強化による増(2)

344 △ 2 ＜参考＞

74

0

29

92

29

7

平成16年

対前年
増減数

職 員 数

平成17年

計

△ 3

総務・企画

人

850120 102 6

人 人

353

503

346

消防部門

　　　　　　　　区　　分

　部　　門

区　分

32歳

未満

～ ～

20歳 20歳

35歳

～

72

24歳

31歳 39歳

[        923   ］

856

～

28歳

27歳

～

40歳 44歳36歳

～ ～ ～ ～ ～

56歳 60歳52歳48歳

人 人 人 人人

59歳 以上

人 人 人

55歳43歳 47歳 51歳

職員数
970

人 人

30 92 81

7

小　計

普
通
会
計
部
門

計

教育部門

12
37

4.59

議 会

合　　計

小　計

一
般
行
政
部
門

下 水 道

＜参考＞

11.35

土 木

23歳

85 85

　公
　営
　企会
　業計
　等部
　 　門

73 73 9284

病 院

そ の 他

503 ＜参考＞2
6.72

0

5

3

2

0

△ 4

0

0

0

0

136

23

欠員不補充の減(△6)体制強化、都への引
上げ職員補充による増(2)

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

構成比

５年前の構成
比

%
（例）
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(3)定員管理の数値目標及び進捗状況

①平成１３年４月１日～平成１７年４月１日における定員管理の数値目標

人 人 人 ％

（参考）稲城市第二次行政改革大綱における定員管理の数値目標（数・率）

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要

（各年４月１日現在）

（注）１　計画期間は、１３年～１７年の５年間である。
      ２　（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示す。
　　　３　増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画1年目以   
  　　　降現年までの職員増減数の累計を示す。                                              

-6

850

―

94

△ 14

2

347

856

4

-5

1７年

5年目

344

-2

85

0

74

-6

72

353

-3

16年

4年目

346

-3

△ 20

853

-5

-1

68

3

65

356

85

-3

１2年

計画前年

360

１4年

2年目

357

15年

―

　△23（115％）

―

　△23（95.8％）

―

―

―

　△16（76.2％）

　　　　6（40.0％）

―

１３年～１７年

―

―

15

339

△ 21

（参考）

数値目標

4.62

計3年目

349

-8

454

１3年

１年目

355

88108

2

8995

-13 -6

349

-1

64

341 350

65

1

9

873

0

増 減

増 減

増 減

職 員 数教　育

消　防 職 員 数

職 員 数

　　　　　　　　　区　　分

部　　門

-8

計

平成12年4月1日 純減率純減数平成17年4月1日

職員数 職員数

計画期間

数値目標
始　期 終　期

476 22

（注）職員数は特別な専門職である病院と消防職員を除いた職員数の合計です。

7

861

1

平 成 13 年 4 月 1 日 平成17年3月31日 20人の減

一般行政

865

増 減

増 減

公 営 企 業 職 員 数

等 会 計

職 員 数 860

-5
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